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平成29年度千葉大学看護学部公開講座
「秋にこころとからだを整えよう」
田中 裕二1,3） 永田亜希子２） 佐藤 奈保３）
Ⅰ．公開講座の実施
千葉大学看護学部による社会貢献の一環として，
本年度は「秋にこころとからだを整えよう！」をテー
マに平成29年10月29日（日），千葉大学看護学部講
義・実習室において公開講座を実施した．内容は，
看護学部１年生の授業を担当する教員による模擬講
義・模擬演習で，形態機能学Ⅱ（人体生理学）を担
当する生体看護学専門領域の田中裕二准教授は「脳
のしくみ－前頭連合野の機能－」，理論看護学専門
領域の永田亜希子講師は「健康自主管理演習－健康
状態のモニタリングと生活調整－」をテーマに講
義・演習を行った．
「脳のしくみ－前頭連合野の機能－」では，脳は
エネルギー源としてブドウ糖しか使用することがで
きず，体全体で消費するブドウ糖の約20％が脳で消
費されていること，また，看護で用いられる「共感」
を生理学的に初めて示されたミラーニューロンにつ
いて説明が行われた．「健康自主管理演習－健康状
態のモニタリングと生活調整－」では，なぜ，ひと
りひとりが健康自主管理能力を高めていく必要があ
るのかについて，日本が抱えている課題という観点
から示した．また，健康状態と生活習慣の密接なつ
ながりについて，便の形状から健康状態をモニタリ
ングすることなどについて説明された．
Ⅱ．アンケート結果の分析
講義終了後，参加者に行ったアンケートでは，参
加者17名のうち15名からの回答が得られた（回収
率88.2％）．参加者の年代は10代が７名と最も多く，
次いで30代と40代がそれぞれ３名，50代が２名の
順であった．住まいは千葉市内が５名，千葉県内が
４名，県外は６名で，東京都，埼玉県，宮城県，長
野県からの参加者であった．
公開講座の情報源について尋ねたところ，「看護
学部ホームページ」が６名（40.0％），「高等学校」
が５名（33.3％），「千葉大学ホームページ」が３名
（20.0％）であった（複数回答）．受講の決め手は，
「テーマ」が14名（93.3％）と最も多く，次に「開
催日・時間帯」と「場所」がそれぞれ４名（26.7％），
「料金が無料」が２名（13.3％）であった（複数回
答）．
講義内容についての満足度（４段階評価）では，
「満足」13名（86.7％）あるいは「まあ満足」１名
（6.7％）で，ほとんどの方々に満足いただけた．
さらに，６つの項目についての感想（４段階評価）
では，「内容について，興味や関心をもつことがで
きた」が15名（100.0％），「講義はわかりやすかっ
た」が14名（93.3％），「質疑応答の時間は十分であ
った」，「公開講座の日程，時間帯は適切であった」，
「会場の設備や環境はよく整備されていた」がそれ
ぞれ13名であった（86.7％）．
Ⅲ．おわりに
今年度の公開講座は，夏に開催されたオープンキ
ャンパスに参加できなかった高校生，看護学や健康
に関心のある高校生やその保護者，一般市民などを
対象に企画されたが，期待したほど参加者を集める
ことができなかった．高校生を対象とした場合の開
催時期や公開講座開催の広報活動の方法など検討す
べき課題が挙げられた．自由記載には，「個人的に
は，土曜日の午後の時間帯だと日帰り可能となり，
うれしいです」という意見もあり，開催曜日や開催
時間帯の検討も必要である．また，高校生や一般の
方から，模擬講義で行った大学の講義内容に興味を
持っていただき，高校生からは大学の授業がとても
楽しみになったという感想や，一般の方からは学生
時代の雰囲気に触れてほっこりしましたという意見
が寄せられたことから，大学の講義内容を模擬講義
という形で一般市民に受講してもらうことで看護学
部をアピールできるのではないかと思った．今後は
これらのことについて検討し，参加者を増やしてい
くための工夫を考えていきたい．
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